
令和２年度　事務事業総点検表（１次評価）

市長公室

秘
書
課

1
功労者表彰
事業

- ～
市

（直営）

市の公益に寄与し、又
は市行政の進展に功
績のあった者又は団
体を表彰し、功績を称
える。

①各課へ表彰対象者
推薦依頼
②表彰審査会の実施
③静岡市功労者・有
功者表彰式の開催

①表彰審査委員
会の開催
②式典の実施

①実施
②１回

①実施
②１回

一
般
2,662 0 1,947 0.2 0.0

広
報
課

2 市政PR事業 －
‐

市
（直営・委
託）

市民に対して、市政に
関する情報を発信し、
市政への理解・参画を
促す。市外に対して
は、市政をPRすること
で、静岡市の好感度
の向上を図る。

各種媒体を活用した
PR広告を行うととも
に、インターネットを活
用した情報発信、市政
情報番組を制作し、放
映する。

①ラジオ・TV・新
聞・フリーペー
パー等によるPR広
告
②市ウェブサイト・
公式SNSアカウント
等による情報発信
③市政情報番組
の制作

①1,600
回
②1,300
件
③24回

①1,916
回

②1,478
件

③24回

70,546 ― 68,902 4.0 2.0

広
報
課

3
広報紙作成
事業

S 25 -
市

（直営・委
託）

市民に対して、市の各
種施策や事業方針な
どをお知らせし、市政
への協力をお願いす
ると共にまちづくりへの
参加を促す。

①毎月１回発行（年12
回）
②タブロイド判原則16
ページ
③発行部数　約268，
300部

①広報紙の発行
②静岡市第3次総
合計画の重点プロ
ジェクトを広報紙
に掲載

①年12
回発行
②12回
以上掲
載

①年12
回発行
②延べ
25回掲
載

一
般
39,008 ― 28,846 3.1 1.5

広
報
課

4

中部5市2町
イベント
ニュース発
行

H 30 -
市

（直営・委
託）

連携中枢都市圏域内
の交流人口を増や
す。

・中部5市2町イベント
ニュースの発行

イベントニュースの
発行

年4回

１回12
ﾍﾟｰｼﾞ
年２回発
行

一
般
37,700 ― 23,488 0.9 0.5

広
報
課

5
アンケート事
業

S 28 -
市

（直営・委
託）

市政の課題等に関す
る市民各層の意識を
迅速に把握し、これを
施策の企画その他行
政運営上の基礎参考
資料として活用する。

市民意識調査は3,000
人、市政アンケートモ
ニター調査は150人を
対象に行い、集計結
果を市施策の参考資
料として活用する。

①市民意識調査
の実施
②市政アンケート
モニター調査の実
施

①1回
②5回

①１回
②６回

一
般
2,800 ―

①
1,842
②295

1.0 0.0

広
報
課

6
コンシェル
ジュ事業

H 30 -
市

（直営）

職員がコンシェルジュ
として、来庁者への声
かけや付き添い等を
実践することにより、市
民サービスの向上を
図るとともに、市民応
対を基軸として職員の
スキルアップを目指
す。

①コンシェルジュの配
置
②振り返り会議の実施
③コンシェルジュ事業
の情報発信

①事前研修（エン
パワメント・接遇応
対）
②振り返り会議
③コンシェルジュ
通信の発行

①２回
②３回
③３回

①２回
②３回
③６回

一
般
1,787 ― 1,780 1.0 0.0

広
報
課

7
コールセン
ター事業

H 19 -
市

（委託）

市民からの問い合わ
せ等に対し、ワンストッ
プサービスで対応する
と共に、職員の電話応
対の軽減を図る。

①FAQを参照し、可能
な限り回答・案内する
「問い合わせ等応対
業務」を実施する。
②イベント等の参加申
込受付のための「申込
受付業務」を実施す
る。

①ＦＡＱの年次更
新
②業務定例会

①１回
②12回

①１回
②12回

一
般
26,400 ― 26,400 0.5 0.0

広
報
課

8
シティプロ
モーションの
推進

H 19 ～
市

（直営・委
託）

さくらももこ氏のイラスト
を使用した「静岡市は
いいねぇ。キャンペー
ン」の実施により、市内
に対しては市民の郷
土愛の醸成、市外に
対しては本市の認知
度及び都市イメージの
向上を図る。

「静岡市はいいねぇ。」
イラストを活用した市
の取組・情報等の発
信にかかるイラストの
使用受付および使用
許可、監修・アドバイス

イラストを使用した
プロモーション事
業件数

65件 70件
一
般
16,504 - 12,680 1.0 0.0

会

計

事業概要（全体）

③期間
予算額
（千円）

投入コスト（インプット）

決算額
（千円）

正
職
員
(人)

会計
年度
任用
職員
（人）

前年度
からの
繰越額
（千円）

⑧事業費 ⑨人工⑦活動指標（アウトプット指標）

実績値

①

所

属

名

№

指標名

⑤事業目的
④事業の
実施主体

活動の状況（アウトプット）

当該年度
の目標値

⑥事業内容②事務事業名



Ｒ１ Ｈ30 Ｈ29

①表彰式の来客
数

60人 60人 60人 60人

様々な分野において本市の発展
に多大な貢献と活躍をされた方の
表彰を通して、その他の市民が同
じ静岡市民としての誇りを持つとと
もに、広く市政への関心を高め、よ
り一層の理解と協力をいただくこと
につなげていきたい。
来客数は受賞者数の影響を受け
るが、新型コロナウイルス感染症対
策を図った上で、会場となる第３委
員会室の最大限の席数（60席程
度）を目標値として設定する。

60人 A A

コロナ禍における表彰式の開催と
いうことで、会場内での密を避ける
ためWebを活用したサテライト会場
を設け、受賞者以外の参列者を確
保することで、成果指標としている
来客数の目標値を達成でき、受賞
者の栄誉を称えることができた。
また、受賞者への記念品として地
場産品を使用するとともに、式典
内で静岡市歌を流すことで、受賞
者及び参列者が郷土「静岡市」に
思いを馳せる機会を創出すること
ができた。

静岡市功労者表彰条例、静岡市
功労者及び静岡市有功者表彰規
則等に基づき候補者の選考を
行っているが、受賞分野に偏りが
生じないよう、また、功労のあった
市民を漏れなく表彰できるよう努め
ていく。
そのためには、幅広い分野におい
て情報収集に努めるよう、引き続き
各所管に働きかけを行っていく。

①報道提供資料
の報道取り上げ率
②SNSのフォロ
ワー数

①70%
②
20,00
0

①67%
②
19,83
3

①－
②
13,00
0

①－
②－

①Ｒ１実績
②Ｒ１実績

①67％
②
23,993

①A
②A

A

報道資料の取り上げ率は目標値
に対し３％達しなかったが、SNSの
フォロワー数は２０％増やすことが
できた。

引き続き、報道が取り上げたくなる
ような資料の作成を指導していくと
ともに、SNS等による情報発信を
行っていく。

市民意識調査「市
政運営に対する
関心度」

80%
75.50

%
71.40
%

72.50
%

直近３か年の実績から80％以上を
目標値とした。

73.60% A A

新型コロナウイルス感染症の影響
で広報紙面の掲載内容に苦慮す
るなか、年12回発行し、静岡市第
３次総合計画の重点プロジェクトを
毎月掲載した。また、コロナ禍にお
いて、市議会だよりとの合冊を発
行し市民から好評を得た。

新型コロナウイルス感染症の影響
で広報紙面の記事の差し替えが
続くなか、市民に必要な情報（掲
載内容）の取捨選択が課題。
市民にとって必要な情報かどうか
を常に意識し、市政運営に対する
関心度を高める。

イベントニュースの
発行回数

4回 4回 4回 ―
各市町と協議の上、季節毎のイベ
ント情報を発信するということで、
年４回とした。

２回
発行

C A

新型コロナウイルス感染症の影響
を受け、発行回数は２回に限られ
たが、域内交流を増やす観点か
ら、感染が比較的に落ち着いてい
た秋に当初予定になかったスタン
プラリーをイベントニュースの紙面
を活用して実施し、交流人口拡大
に貢献できた。

さらなるGOTOの認知度向上が課
題。
R３年度から始まるテレビ番組放映
を充実させるとともにスタンプラリー
を引き続き開催する。

アンケート結果の
事業への活用度

100% 100% 100% 100%

実施にあたっては、調査の目的や
結果の活用について明確に示し
ているため、活用については100%
を予想値として算出。よって、実施
後の調査結果活用についても
100%の目標値を設定した。

100% A A

市民意識調査及び市政アンケート
モニター調査を計画通り実施し、
調査結果を所管課に提供した上
で、所管課においては、その調査
結果を業務にいかすことができ
た。

回答しやすい設問の作成に努め、
有効回収率の向上に繋げる。

①市民応対力が
向上した職員コン
シェルジュの割合
②市民応対に対
する苦情件数

①
92％
以上
②100
件以
下

①
100％
②94
件

①
85％
②117
件

―

①直近２年間の実績の平均値か
ら、目標値を92％以上とした。
②直近２年間の実績の平均値から
５％減の100件以下を目標値として
設定した。

①96％
②104
件

①Ａ
②Ａ

A

コンシェルジュ経験後に自身の市
民応対力が向上したと評価した職
員が96％であった。また、コンシェ
ルジュの局内研修により、庁内に
おもてなしマインドを波及すること
ができた。

おもてなしマインドを全庁に波及
するため、局ごとに職員コンシェル
ジュが研修を実施する。

コールセンターの
一次対応完了率

95% 97% 96% 93%
直近３か年の平均値から95%を目
標値として設定した。

97% A A

各課に随時の更新を依頼したほか
広報課主導の年次更新により、
FAQに最新情報を掲載できた。ま
た毎月の業務定例会の実施によ
り、問合せの多い案件について関
係課に情報提供を行うことができ
た。

利用者の増加にむけて、市民へ
SNSを通じた周知のほか、全庁に
利用方法等の周知を改めて行う。

関係各課のイラス
ト使用希望に対す
る実施割合

71%
70.70
%

67.80
%

―
前年度の実績値以上を目標値とし
た。

80% S S

年度当初に行う、各課からのイラス
ト使用申請に基づき、定期的に各
課への進捗管理を行い、積極的な
イラスト使用を促した結果、数多く
の事業で使用してもらうことがで
き、イラストの露出機会を増やすこ
とができた。

今後も継続的に、各課事業でさく
らももこ氏のデザインを活用できる
ことを周知し、全庁的なイラスト活
用を促す。

評価及び次年度以降に向けた課題・改善など

⑪
１次
評価

⑫評価理由 ⑬今後の課題と課題解決に向けた取組内容

直近３か年の実績値
当該年度の目標値の算出根拠

成果（アウトカム）

⑩成果指標（アウトカム指標）

達

成

度
実績値

当該年
度の目
標値

指標名



会

計

事業概要（全体）

③期間
予算額
（千円）

投入コスト（インプット）

決算額
（千円）

正
職
員
(人)

会計
年度
任用
職員
（人）

前年度
からの
繰越額
（千円）

⑧事業費 ⑨人工⑦活動指標（アウトプット指標）

実績値

①

所

属

名

№

指標名

⑤事業目的
④事業の
実施主体

活動の状況（アウトプット）

当該年度
の目標値

⑥事業内容②事務事業名

広
報
課

9
静岡市都市
認知度向上
事業

H 27 ～
市

（直営・委
託）

地域資源を活かし、国
内外へ向けた情報発
信を行うことで、市の
魅力度の向上を図る。

ＰＲの専門家を活用し
たメディアへの情報発
信

①プレスリリース回
数
②メディア露出件
数

①12回
②1280
件

①18回
②1594
件

一
般
19,810 - 13,200 2.0 0.0

広
報
課

10

静岡駅北口
地下情報発
信コーナー
運営業務

H 21 ～
市

（直営・委
託）

来訪者や市民に向け
た地域資源、市の取
組等のPRを実施す
る。

静岡駅北口地下シ
ティプロモーションス
ペースを活用した展示
及び社会実験の実施

①展示および社
会実験の件数
②展示および社
会実験の稼働日
数

①12回
②265日

①17回
②290日

一
般
2,743 - 2,463 0.5 0.0

広
報
課

11
フィルムコ
ミッション事
業

H 23 ～
補助等
（市・交付
先）

テレビ番組や映画の
撮影支援を行い、映
像を通じて、都市イ
メージ及び知名度の
向上を図る。

・撮影誘致、支援
・本市を舞台をした映
像作品を活用したプロ
モーション活動
・ロケーション撮影支
援奨励金の交付件数

①相談・情報提供
等の対応件数
②撮影実施件数

①55件
②40件

①68件
②32件

一
般
6,000 - 2,024 0.5 0.0
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評価及び次年度以降に向けた課題・改善など

⑪
１次
評価

⑫評価理由 ⑬今後の課題と課題解決に向けた取組内容

直近３か年の実績値
当該年度の目標値の算出根拠

成果（アウトカム）

⑩成果指標（アウトカム指標）

達

成

度
実績値

当該年
度の目
標値

指標名

①情報接触度
　（静岡市につい
て見聞きしたこと
がある人の割合）
②広告効果

①55%
②
10憶
円

①
58.4%
②
21億
円

①
53.6%
②
17憶
円

①
48.2%
②
16憶
円

①総合計画における目標値
（H34：60%）の伸び率を勘案し設
定した。
②新型コロナウイルス感染症の影
響を加味し、11月末時点までの広
告効果額を基準とし1年分を想定
した。

①
53.0%
②16億
円

①A
②S

A

新型コロナウイルスの影響により、
プレスツアーや発表会などの直接
的な情報発信はできなかったが、
定期的なプレスリリースの拡充や
web上での動画配信等、コロナ禍
でも実施できる方法でメディアと連
携しながらＰＲ活動を実施し、情報
接触度達成率が97.5％、広告効
果が1.6倍となった。

新型コロナウイルス感染症の影響
により、プレスツアーや首都圏での
発表会を中止することとなり、メ
ディアへの情報発信の方法を委託
表者と密に連携を取りながら検討
していく。

一日の平均訪問
客数

270人 269人 236人 240人
過去３年の平均値を踏まえ、前年
度実績値以上を目標値とした。

313人 S A

コロナ禍において、年度当初予定
をしていなかった社会実験を行
い、施設内に土産物などを販売す
る期間限定ショップをオープンした
ことで、例年よりも幅広い世代の方
が利用する機会が増えたことが、
訪問客数増加の大きな要因であっ
た。

令和５年度の改修に向け、「しず
チカ」の目指すべき姿を明確にし、
改修計画策定のため、年４回の実
証実験を効果的に行っていく。ま
た、コロナ禍でも訪問者が安心安
全に施設を利用できるよう工夫を
施していく。

①情報接触度
（静岡市について
見聞きしたことが
ある人の割合）
②ゴールデンタイ
ムの旅番組等の
件数

①55%
②１件

①
58.4%
②-

①
53.6%
②-

①
48.2%
②１件

①総合計画における目標値
（H34：60%）の伸び率を勘案し設
定した。
②過去３年の平均値を踏まえた目
標値とした。

①
53.0%
②１件

①A
②A

A

新型コロナウイルスの影響により、
撮影支援の対応に苦慮したが、感
染が落ち着いているタイミングに
は、情報番組や旅番組など、首都
圏から近場の都市の特集で本市
が取り上げられる回数が増え、本
市のPRに効果的な案件につなげ
ることができた。

新型コロナウイルス感染症の影響
により、首都圏での撮影が困難と
なり、地方へ撮影地をもとめてきて
いる傾向があることから、PR効果の
高い情報番組・旅番組で静岡市を
ロケ地に選んでもらえるように、本
市の感染情報を見ながら、制作会
社等へ営業活動を行い、積極的
にアプローチする。


